
令和４年度

とてもそう思う　　そう思う　　　あまりそう思わない　　思わない

1

学校に行くのが楽しい

2

自分にはよいところがある

3

いじめは、どんな理由があっ
てもいけないことだと思う

4

たてわり班での活動や、他の
学年のお友だちと活動するこ
とが楽しい

5

友だちや他の人のよいところ
を見つけようとしている

6

いろいろな学校生活のきまり
を守っている

7

授業（先生の話）がよくわかる

　学校評価アンケート　の結果
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教職員

保護者

児童

保：子どもは楽しく学校に行っている

教：「楽しい」と感じられる学級・学年・学校づくりを行っている
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教職員

保護者

児童

保：学校では、子どもの個性やよいところを見てくれている

教：児童の自尊感情を高める取組を進めている
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教職員

保護者

児童

保：学校はいじめの未然防止・早期対応に努めている

教：いじめをゆるさない学級・学年・学校づくりを行っている
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教職員

保護者

児童

保：たてわり班での活動は、異学年交流活動として有意義である

教：学校は異学年での集団活動に取り組んでいる
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教職員

保護者

児童

保：子どもは、友だちや他の人のよいところを見ようとしている

教：学校は児童が互いのよさを認め合える機会・手だてを用意し、意識づけを行っている
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教職員
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児童

保：学校は子どもに生命を大切にする心や社会のルールを守る態度を育てようとしている

教：児童が学校のきまりを守ることを意識し規範意識をもつよう取り組んでいる
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教職員

保護者

児童

保：子どもは授業（先生の話）が分かりやすいと言っている

教：学校は、児童の実態に即し、わかる喜びを味わわせ、学ぶ意欲を育てる学習を展開している



8

さまざまな体験をしたり、自分
が疑問に思っていることをさ
まざまな方法でしらべて解決
したりしていく学習をしている

9

授業中の話し合い活動などを
通して、友だちの話もしっかり
聞き、自分の意見を言うこと
ができるようになってきた

10

読書をすることがすき

11

ナガリンピックに積極的に取り
組んでいる

12

給食は、好ききらいなく食べて
いる

13

災害や犯罪について他人事
ではなく、自分にも起こりうる
こととして考え行動できた

14

学年を３分割した学習は、学
習内容がよくわかる
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教職員

保護者
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保：学校は体験的な活動や実験・実習・調べ学習を取り入れ、指導方法の工夫・改善に取り組んでいる

教：学校は体験的な学習や問題解決学習など、児童の主体的探究心を育てる機会を十分に作っている
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教職員

保護者

児童

保：学校での話し合い活動などを通して、子どものコミュニケーション能力が高まっている

教：授業の中で、児童同士のコミュニケーションの機会を設定し、友だちの意見から自分の考えを深めるような展開を設定している
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保護者

児童

保：子どもは、図書館に行ったり本を読んだりする習慣がある

教：児童が読書に親しめるよう、図書館教育の充実を図っている
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教職員

保護者

児童

保：学校は、子ども自らが運動に親しめるよう工夫している

教：児童自身が目標をもって、運動量や技能を高めることができるよう支援している。
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教職員

保護者

児童

保：学校は「給食だより」等を通して、バランスよくたべることの啓発をしている

教：食に関する指導の充実が図られ、計画的な栄養指導が行われている
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教職員

保護者

児童

保：学校は避難訓練を通して、防災や防犯に対する意識を高める取り組みを行っている

教：避難訓練等や日々の児童を通して、防災や防犯に対する意識を高める指導を行っている
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○「学校に行くのが楽しい」という問いに肯定的に回答している児童は91.2％、保護者は93.1％。教職員については、全教職員が「楽しい」と感じら

れるように取り組んでいるという結果である。児童に関しては昨年度よりも5.4％向上している。学校行事が少しずつコロナ禍以前に戻りつつあり、

学校生活が充実してきている。

○「自分にはよいところがある」という問いに肯定的に回答している児童は88.1％。昨年度よりも3.4％向上している。肯定的に回答しなかった児童

の自尊感情を高めるための取組は、家庭と学校で連携し、継続して進める必要がある。学校行事や学習活動、終わりの会、朝会での表彰等、他

者から認められる機会を多くもち、自己肯定感を高めるよう努める。

○本年度は、防災・防犯についてのアンケートも行った。「災害や犯罪について他人事ではなく、自分にも起こりうることとして考え行動できた」とい

う問いに肯定的に回答している児童は94.9％と高い水準であった。今後も、計画的な避難訓練や防犯・防災指導の充実を図っていく。

○「読書をすることがすき」と回答している児童は78.3％であった。昨年度より2.0%向上した。図書館開放の際に密を避けるため入館者数の制限

を行ったため、読みたいときに図書館を利用できない実態があった。しかし、本年度は低学年のみではあったが、コロナ禍で見合わせていた「お話

会」を実施することができた。引き続き読書環境を整えたり、読書ノートを活用したりして、読書に親しむ姿勢をいっそう育んでいく。


